
法務大臣 様 

 
カジャスさん一家の在留特別許可を求める嘆願書 

 

私たちは、在留許可のないまま滞在してきたぺルー国籍のカジャスさん一家４人（滋賀県湖南市在住）

が、合法的に日本に滞在できますよう、法務大臣の恩情をもって在留特別許可をいただきたく、連署をも

って嘆願いたします。 

カジャスさん一家の構成（父：ﾎｾ ｶﾙﾛｽ ﾏﾝﾘｹ ｶｼﾞｬｽ 母：ﾍｽｽ ﾒﾙｾﾃﾞｽ ｱﾙﾌｧﾛ ﾃﾞ ｶｼﾞｬｽ 娘：ｶﾙﾗ  

ﾒﾙｾﾃﾞｽ ｶｼﾞｬｽ ｱﾙﾌｧﾛ 息子：ｶﾙﾛｽ ｱﾛﾝｿ ｶｼﾞｬｽ ｱﾙﾌｧﾛ） 

  私たちがカジャスさん一家の在留を特別に認めていただきたい理由は以下のとおりです。 

１． 父：カルロスさんは、家族を養うためとはいえ、日系人と偽って日本に入国（１９９１年）し、

妻や子どもたちを入国させたことを心から悔い、謝罪をしています。 

２． カルロスさんは家族を養うために、ひたすら頑張って誠実に働いてきました。 

３． 子どもたちは、日本の小学校と中学を卒業し、娘：ｶﾙﾗさんは滋賀県立石部高校を卒業し、息子：

ｱﾛﾝｿくんは滋賀県立野洲高校２年生です。ｱﾛﾝｿくんは２歳の時に来日し、入国以来１５年を経過し

ており、生活言語、思考言語ともに日本語です。彼は高校を卒業し、専門学校に入り、技術を身に

つけ働き、日本で家族と共に生活することを心から望んでいます。 

４． ｶｼﾞｬｽさん一家にはペルーに帰るべきところはありません。家族は、日本で生活することを強く

望んでいます。 

                                 ２００７年３月１日 

               取りまとめ責任者 在日外国人の教育を考える会・滋賀 

                        代表：川村 正雄 

教育会館内（滋賀県大津市梅林１丁目 4-15） 
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＊第一次集約：200７年３月末日、第一次提出：同年４月初旬 


